
 

 

 

企業間決済カード「パーチェシングカード」にて 

バーチャルカード番号を活用した購買管理機能の提供開始  

 

株式会社クレディセゾン（本社：東京都豊島区、代表取締役(兼)社長執行役員 COO：水野 克己、 

以下：当社）は、当社が発行するパーチェシングカードにて取引先への支払いを柔軟、簡単、安全に行うことができる

バーチャルカードソリューション「Mastercard In Control for Commercial Payment（マスターカード・    

インコントロール・フォー・コマーシャルペイメント）」（以下：本サービス）を活用した購買管理機能の提供を   

2024 年 5 月 23 日（木）から開始いたします。 

 本サービスを通して、安心・安全な非対面での企業間決済の実現を図るとともに、請求書管理等における  

お客様の業務効率化を支援いたします。 

 

■背景 

キャッシュレス決済の拡大に伴い、企業間の取引においては請求書のみならず、ビジネスカードを利用した  

取引も増加傾向にあり、特に WEB 広告費やシステム利用料、仕入費などの高額取引にはパーチェシングカード※1

が用いられるケースが多くなっています。一方でパーチェシングカードでは利用限度額が高額に設定されている  

ため、従業員による予算超過の利用や不正利用を抑止する機能のニーズが高まっています。 

※1 非対面での企業間決済に使用されるカードレス型コーポレートカード 

 

■本サービスの特徴 

 当社が発行する Mastercard パーチェシングカード（親番号）に紐づく子カード（子番号）として、導入  

企業が必要な時に一時的なカード番号であるバーチャルカード番号（VCN）を即時に発番ができる非対面  

取引専用の企業間決済サービスです※２。VCN 毎に利用金額・利用回数・利用期間などの条件を設定でき、

また、VCN 発番時に請求書番号やプロジェクト番号などの情報を付与することができます。導入企業は、   

バーチャルカードの支払いに関するレポートを作成し、買掛金と照合することができるため、ガバナンス向上、請求書

との突合作業における業務効率化を可能とします。 

※２VCN 決済分の請求は紐づく親番号のパーチェシングカードに一括して請求されます。 

 

・リリース日 ：2024 年 5 月 23 日（木） 

・対象のお客様 ：当社発行の Mastercard パーチェシングカードをご利用の法人のお客様 

・商品概要 ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は、法人領域における様々なニーズに対応することで、今後もお客様のビジネスをサポートし、安心・  

安全なキャッシュレス社会の実現に向けて取り組んでまいります。 

 

2024 年 5 月 23 日 

カード番号・有効期限・セキュリティコードのみ

※プラスチックカードの発行無し

取引金額 取引１回あたりの上限金額

指定期間内の

累計金額・決済回数

指定期間（日次、週次、月次、四半期毎、全期間）

における累計金額・決済回数

カード有効期間 VCNの有効期間（1~24カ月の間で設定）

取引有効期間 利用可能な期間（開始日と終了日を設定）

利用可能時間 利用可能な時間帯（曜日ごとに設定）

利用可能エリア
VCNが利用可能なエリア

（国や地域単位で設定・複数選択可）

カード発行形態

設
定
可
能
条
件
（
一
部
）



 

 

＜参考＞ 

■法人向けバーチャルカード番号ソリューション（VCN）決済の流れ 

 

 

■Mastercard In Control for Commercial Payment とは 

Mastercard In Control for Commercial Payments（ICCP）は、効率性の向上、管理の強化、 

セキュリティの強化、データの改善により、バーチャルカードを使用した企業の企業間（B2B）決済を簡素化します。

法人による購買や買掛金管理などのニーズをサポートし、部門や従業員ごとの B2B 購買管理機能を提供  

できる包括的な決済ソリューションです。Mastercard のコーポレートカードやパーチェシングカード（親カード）の 

導入法人企業にて、親カードの与信枠内において一回使い切りの「バーチャルカード番号（VCN）」を別途 

取得し各種制御を自由に設定できます。実際に利用する社員や部署などの経費権限に基づき、取引ごとに 

取得できる「VCN」は、上限金額、期間、国・地域の利用制限など、柔軟な購買管理を可能にします。    

各 VCN に最大 29 個のエンハンストデータの入力設定ができ、発注と支払い/決済の一元化を実現します。 

 

 

 

 


